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研究成果の概要（和文）：看護学教育の約25％の時間を費やし、看護師の社会人基礎力の育成に重要な役割をも
つ実習の効果を上げるため、看護学実習で獲得する能力の要素を明確にし、看護学実習の内容と実習で獲得する
看護実践能力との関係の解明を図った。学生の学びの促進を阻む実習での教育課題の具体化によって、看護学実
習のカリキュラムの抜本改善につながる改善策が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In order to improve the effectiveness of practical training, which takes up 
approximately 25% of the time in nursing education and plays an important role in the development of
 basic skills for nurses in the workforce, we clarified the elements of competencies acquired in 
nursing practice and elucidated the relationship between the content of nursing practice and the 
nursing practice competencies acquired in practical training. By materializing the educational 
issues in practical training that hinder the promotion of student learning, improvement measures 
leading to a radical improvement of the nursing practice curriculum were clarified.

研究分野：慢性看護学
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護学実習の評価を社会人基礎力としてのPROG（Progress Report on Generic skills)を用いて客観的に評価す
る事が出来る。
看護学実習と他の学士課程との間でどのような教育方法が社会人基礎力を伸ばしているかを分析する事が可能で
ある。同時に他の専門分野からの評価を受ける事が可能となり、看護学実習の内容や指導方法、時期など検討す
る事が出来る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
大学には社会で活躍する人材の育成が期待されている。看護学実習は、看護学教育の約 25％
の時間を費やし、看護師の社会人基礎力の育成に重要な役割をもっている。 
 
（1）看護学実習と獲得する能力の状況 
看護学教育の特徴として全教科の約 25％を占める看護学実習の存在がある。看護学実習は多
種多様な状況で多様な対象との直接の関りを通して既習の知識を複合的に活用する場である。
このような看護学実習は、いわゆる社会人基礎力も培われると考えられ、平成 29 年度の文部科
学省『大学における医療人養成の在り方検討会』で、社会が求める看護人材を育てるための看護
学実習の改革の必要性が報告されたが、実習ではどのような看護実践能力が獲得できるのか、獲
得する看護実践能力と実習内容との関係が不明確である。 
 
(2)これまでの取組成果と課題 
大学で獲得する社会人基礎力の実態を確認するため、先行研究として A大学の、看護学実習前
の 1年生、各論実習後の 3年生、課題（総合実習）後の４年生を対象にコンピテンシーを調査し
たところ、4年生の多くにコンピテンシーの低下があった。一部に大きく成長した学生もいたが、
コンピテンシーの変化が著しい学生へインタビューをした結果、学生の課題発見力、自信創出力、
行動持続力などが実習とのかかわりがある能力であることが推測された。 
 
２．研究の目的 
看護学実習で獲得する能力の要素を明確にし、看護学実習の内容と実習で獲得する看護実践
能力との関係を明らかにし、看護学実習のカリキュラムの開発をはかることである。具体的な取
り組み課題は、次の通りである。 
（１）看護学実習前後で実施する PROG のスコアの変化に着目し、看護学実習で獲得する看護実
践能力の要素の明確化。 
（２）複数大学での PROG スコアに基づき、実習内容の違いと実習で獲得する看護実践能力の差
異・関係を明確化する。 
（３）看護学実習の教育要素の抽出と、実習カリキュラムの開発（見直しと改善）をする。 
 
３．研究の方法 
看護実践能力をより客観的に評価するため、共通指標として、社会で求められる汎用的能力の
客観的評価指標 PROG(Progress Report on Generic skills を用いて確認した。4大学を協力機
関として調査を行った。     
 
（1）看護学実習で獲得する能力要素の明確化 
①研究協力の同意を得た 4 大学を対象に次の調査を行った。2019 年度から 2021 年度にわたり、
初年次実習、2年時実習、3年時実習の各実習前後で PROG を実施した。 
②①の PROG 結果から、スコアが上がった/下がった学生を抽出し、スコアの変化のあった項目を
もとにしてインタビューを行った。 
③実習に影響した要因の検討 
学生のインタビュー結果と各大学の実習内容から影響要因の検討を行った。 
（2）実習内容の違いと実習で獲得する看護実践能力の差異・関係の明確化 
複数大学での PROGスコア特にコンピテンシーの低下に影響する因子を各大学の結果を基に分
析した。 
（3）看護学実習の教育要素の抽出と、実習カリキュラムの開発へ 
看護系学術集会において交流集会を開催し、調査結果を多数の教員と課題を共有し、実習で
伸びる能力と伸びない能力とその要因について意見の集約を図った。 

（4)実習における能力育成カリキュラムの総括と情報発信 
   
４．研究成果 
結果⑴： 
看護学実習で獲得する能力要素の明確化 
実習開始前（1・2年時）と領域別実習終了時（3年終了時）の縦断調査を行った。 
ジェネリックスキルの評価にあたっては「リテラシー」と「コンピテンシー」の２側面から検 
討を行った。リテラシーの能力獲得とは一言でいえば知識の獲得であり，既存の学習方法でも 
十分にその能力は評価できる。（西薗 2018）リテラシーは学校教育で伝統的に養成される能力 
であり，職業人となってから大きな変化はないとされている。一方，コンピテンシーは状況へ 
の汎用的対応能力である。コンピテンシーは，大分類では，対人基礎力，対自己基礎力，対課 
題基礎力の 3つに分類され，中分類では，対人基礎力は，親和力，協働力，統率力に，対自己 
基礎力は，感情制御力，自信創出力，行動持続力に，対課題基礎力は，課題発見力，計画立案
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力，実践力にと 9分類で示される。大分類では，全項目で実習後のスコアが上昇したが，中分類
でみると，9項目の内，協働力，行動持続力に 2項目が実習後に低下した。 
コンピテンシーを構成する 9つの項目別比較では，実践力は上昇したが、統率力，課題発見力，
行動持続力、自信創出力、感情制御力，親和力の得点低下があった。特に低下の著しい統率力は，
建設的・創造的な討議や意見調整と交渉の状況を反映したものであり、自己の意見を分かりやす
く伝えられない学生側の要因と、学生が意見を伝えやすい環境にない要因があると考えられた。
また，課題発見と行動持続力の関連には，本質理解や原因追及と，主体的行動などがあり、実習
での要因追求を深める支援が必要と考えられた。（図１．）      
 

結果⑵： 
実習内容の違いと実習で獲得する看護実践能力の差異・関係の明確化 

図１．コンピテンシーの変化（大中分類） 

図 2．コンピテンシーの変化（大中分類） 
 
各大学共に実習後に PROG の総合スコアの上昇がみられたが、能力項目別での変化(上昇、下
降)は様々であることを確認した。特徴的な変化として、実習後のスコアで下降があったのは、
＜協働力＞，＜行動持続力＞であった。コンピテンシーの変化（上昇・下降）が著しい学生へイ
ンタビューをした結果、学生の課題発見力、実践力、親和力、統率力、自信創出力、行動持続力
などが患者との関わり、グループ活動やカンファレンス、臨床からの指導による影響があること
が解った。 
 
結果⑵⑶：  
看護学実習の教育要素の抽出と、実習カリキュラム 
前後のスコアが変化した学生のインタビューを通して、変化項目に関連する実習中のエピソ
ードの確認を行い、能力育成と実習に影響した要因の抽出を進め、これらの調査結果を交流集会
等で多数の教員と共有し、実習で伸びる能力と伸びない能力とその要因について意見の集約を
図った。その結果、シラバス等に記載された目標共有のあやふやさやが浮き彫りになった。教員
同士の共有、教員と学生の共有の双方に課題があることが見えてきた。 
教員が伸びたと評価している項目と学生が獲得しているスコアに齟齬がある項目があった。
交流集会参加の教員と結果課題を共有することで、下記の意見を得た。 
悩む学生に対して、それは学生の資質だと思うところがあったが、教育者としてどう導くか
だなと思い直した。 
学生の伸びしろに期待している。どのような教育をするか、学生の多様性に柔軟に反応できる
教育者でないとならないと思う。 
結果⑷： 
実習における能力育成カリキュラムの総括と情報発信 DP を実習目的・目標に反映させ、教員間
での目標の共有、学生と教員の目標共有の徹底が課題解決の鍵となることが明らかになった。 
この経過は動画にして共有を図っている。 
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